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解　　　　説

medi cs編
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MTに関連するコマンド

t a p eコマンド

tmコマンド

t a「コマンド

M
　
　
.
.

m t2d aコマンド

m tl i s tコマンド

I a b elコマンド

Tの使用例

MSPで作成したMT
1 S LのMTの例

2　NLのMTの例

MTへのバックアップ/リストア・--・・-
1　カレントディレクトリをバックアップする例.

2　バックアップしたMTから復元する例　-・・-・-・-・・・-・--
1ボリューム複数ファイルの例　　　　　　　　　　　　　　-

1 1本のMTに2つのディレクトリのバックアップをとる

2　MTの2番E]のファイルに記録されているファイルから復元する
3　1ボリューム複数ファイルのMTを利用するときの注意

JL州大学人'l'庁「符機センター広報
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外部メディア利用法(medics縮. UXP編)

me di c s編

1.利用の前に

medics　とは,当センター2階オープン室に設置しているS-4/10のワークステーショ
ンで8mmテープ, 4mm(DAT)テープ, 1/4インチカートリッジテープを装備しています.

オープン室の利用時間

medicsを使用するためにはMSP, UXPおよびmedicsに利用登録が必要です.

センターに利用登録していない(すなわちMSPに利用登録されていない)方は共同利用
掛で登録申請を行ってください.

MSPに利用登録されていてUXPには利用登録をされてない方はMS PのSINSEI　コマ
ンドでUXPに利用登録を行ってください.
UXPに利用登録されている方はUXPの　touroku　コマンドを以下のように実行すると

medicsへの利用登録が即時に行われます.

kyu一cc%　touroku medics　　・・・・　medicsに利用登録

medicsのユーザ名およびパスワードは　touroku　コマンドを実行した時点でのUXPの

ものと同じです.パラメタとして　allを指定すると　medics　だけでなく　qviss , qvisa,

qgas　にも利用登録します.

kyu-cc%　touroku all　　・・・・　medics, qviss, qvisa, qgas　に利用登録

touroku　コマンドは利用するホストに対して一度だけ行えば次回から必要ありません.

qviss :MENTAT用ワークステーション

qvisa :AVS用ワークステーション
qgas　　　　　　　〝　　　　　　　(グラフィックアクセラレ-夕付)

medicsは予約(1回4時間まで)が必要です.使用前に2階受付の予約表に記入し

て下さい.

medicsを使用すると利用負担金として使用時間1分につき3円がUXPで徴収され

ます.利用負担金は, UXPの利用負担金として課金されます.

用

medics　では利用者毎にホ-ムディレクトリを用意します.

-505-
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解　　　　説

2.装置,デバイスファイル,テープ

medicsは1/4カートリッジテープ装置, 4mm(DAT)テープ装置, 8mmテープ装置を各1台装備

しています.

装置のデバイス名と容量

・デバイスファイルの最後に　nを付けると巻き戻ししません.

/dev/rmt/On ・-　1/4カートリッジテープの場合

・この場合,巻き戻しをするためには, mt　コマンドを以下のように使うことにより巻き戻され
ます.

mt　-f /dev/rmt/0 rew 1/4カートリッジテープの場合

・　本センターでテストした計算機用テープには以下のものがあります.

1/4カートリッジテープ
富士通　　　　　　　　　　　DC600

住友スリーエム　　　　　　　DC61 50
CTCサプライセールス　　QDC61 50

4mm(DAT)テープ
ARCHI V M32000

グラハムマグネティツクス　EPOCH DG4　90M

8mmテープ
EXABYTE XATAP E

CTCサプライtz-;uス　　DG-8mm/1 1 2

JL州夫早大'5'-!計拝機センター広報
Vol.27　No.5 1994 -506-



外部メディア利用法(medics編, UXP編)

2. 1　媒体と装置

2. 1. 1 1/4インチカートリッジテープ

この方向に合わせるとライトプロテクト

挿入方向

図2. 1 1/4カートリッジテープ

EJ ECT　<　　　　S ET

図2. 2　1/4カートリッジテープ装置

-507-
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解　　　　説

2. 1. 2　8mmテープ

挿
入
方
向

<

ふたを閉めるとプロテクト

図2. 3　　　テープ

E J E C T

図2. 4　8mmテープ装置

九州大学大型計算枚センター広報
Vo.27　No.5 1994 -508-



外部メディア利用法(medics編, UXP編)

2. 1. 3　4nm(DAT)テープ

く

ふたを開けるとプロテクト

図2. 5　DAT

挿
入
方
向

E J E C T

図2. 6　DAT装置
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解　　　　説

3.　使用例

3. 1　テープに記録されているファイルの一覧を見る

テープにはtar形式で記録されていなければなりません.
tar　と　ddを併用している場合は3. 7節をご覧下さい.

① medicsにIogin Lます.

②テープを装置に入れて　tarコマンドを使ってテープに記録されているファイルの一覧を出

力します.

medics%　tar tvf /dev/rmt/0　　　　1/4カートリッジテープに記録されているフ
ァイルの一覧を出力

デバイスファイルは, 4mm(DAT)テープの場合には/dev/rmt/3を, 8mmテープの場合には
/dev/mt/2　を指定します.

3. 2　テープからテープにコピーする

テープは全て消耗品です.使っていないとカビがついたりします.テープの複製を作ってお

くことも大切です.

① medics　にIogin Lます.

②テープを装置に入れてdd　コマンドを使ってテープからテープにコピーします.

medics^　dd if=/dev/rmt/3　of=/dev/rmt/　　　　　DATテープから
8mmテ-プへコピー

I/4カートリッジテープのデバイスファイルは/dev/rmt/0です.

九州大学大型計算槻センター広報
Vol.27　No.5 1994 -510-



外部メディア利用法(medics編, UXP編)

3. 3　f t pによる他ホストからのファイル転送とテープへのバックアップ

この方法は特定のディレクトリの特定のファイルをテープに保存できます.

(》　medics　にIogin Lます.

②　UXP (ホスト名:kyu一cc)から転送するファイルを置くためのディレクトリを作ります.

medics%　mkdi「　WOrk

work　という名前のディレクトリができました

③　ディレクトリを移動します.

medicsft cd work

④　ftpを使ってUXPから　medics　に接続します.

medics%　ftp kyu-cc

Connected to kyu-cc.

220 kyu-cc FTP server (UXP/M) ready.

Name (kyu-cc:i79999a): i79999a

331 Password required for 179999a.

Password :

230 User i79999a logged in.

-　　kyu一ccへ接続

ユーザ名の入力

・・・・　パスワードの入力

⑤　UXPのファイル,ディレクトリを確認します.

ftp〉　9iE
200　PORT command successful.

150 ASCII data connection for /bin/Is (133.5.8.???,32867) (0 bytes).

total　8

drwx　　-　3 i79999a user　　512　Apr 18 18:ll box

drwx--　　　2 179999a user　　512　Apr 15 16:22　media

drwx-‥一一一　2 179999a user　　512　Apr　5 14:48　src

drwx-‥一一　2 i79999a user　　512　Mar 14 16:20　tmp

226 ASCII Transfer complete.

247 bytes received in 0.0042 seconds (57 Kbytes/S)

⑥　転送するファイルのあるディレクトリへ移動します.

ftp) cd box

250　CWD command successful.

(9　ファイルを確認します.

ftp)卓主上

200　PORT con】mand successful.

150 ASCII data connection for /bin/Is (133.5.8.???,32869) (0 bytes).

total　38

511-
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解　　　　説
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input, data

prog, c

test, c

test, out

unix. c

unix. out

226 ASCII Transfer complete.

447 bytes received in 0.0049 seconds (89 Kbytes/S)

⑧　コード変換が起こるのを防ぐためバイナリ転送を宣言します.

ftp) bina「y

200 Type set to I.

⑨　ディレクトリ配下のファイルをまとめて転送します.

ftp) mget ‡　　　　　　　　　　　　　・・・・　転送の開始

mget input.data?ヱ　　　　　　　　　　　・・・・　転送するファイルには　yと答える
200 PORT command successful.

150 Binary data connection for input,data (133.5.8.???,32873) (388 bytes).

226 Binary Transfer co叩Iete.

local: input,data remote: input.data

388 bytes received in 0.0011 seconds (3.5e+02 Kbytes/S)
-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　-　-　-　-　-　-

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

:これ以降,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
l                                                                                                                                                                      I

:　mgetファイル名?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
:と問合せがある.転送するものにはy,転送しないものにはnと答える. :

⑳　ftpを終了します.

ftp)也
221 Goodbye.

⑪　ちゃんと転送されたかどうか確認します.

medics^　Is　-1

total 12
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⑫　テープを装置に入れてバックアップします.

medicsX tar cvf /dev/rmt/　　　　　　　4mm(DAT)テープにバックアップ

デバイスファイルは. 1/4カートリッジテープの場合には/dev/rmt/0を, 8mmテープ

九州大学大型計算機センター広報
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外部メディア利用法(medics編, UXP編)

の場合には/dev/rmt/2を指定します.

⑬　バックアップが終了したらmedicsに転送したファイルを消去します.

medics^　cd　‥

medics^ 「m　-ド wo「k

-rオプションを指定したrtnコマンドは指定したディレクトリ以下の全てのファイル,チ

ィレクトリを消去します・便利.ですが危険ですので注意して作業して下さい・

mget　コマンドを入力する前に,

ftp〉　p「ompt off

と入力すると,

mget　ファイル名?

の問合せはなく,カレントディレクトリ下のファイルは全て転送されます.

-513-
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解　　　　説

3. 4　テープのリストアとf t pによる他ホストへのファイル転送

①　medicsにIogin Lます.

②　作業用のディレクトリを作ります.

田edics%　mkdir work

③　作業用のディレクトリに移動します.

medics%　cd work

④　テープを装置に入れてmedics　にリストアします.

medics%　tar xvf /dev/rmt/2　　　　　　　　　テープからリストア

デバイスファイルは, 1/4カートリッジテープの場合には/dev/rut/0を, 4mm(DAT)テープ
の場合には/dev/rmt/3を指定します.

⑤　転送するファイルを確認します.

medics%　Is　-1

total　36
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⑥　ftpを使ってUXPに接続します.

medics%　ftp kyu-cc

Connected to kyu-cc.

220 kyu-cc FTP server (UXP/M) ready.

Name (kyu-cc:i79999a): i79999a

331 Password required for i79999a.

Password :

230 User i79999a logged in.

⑦　ファイル,ディレクトリを確認します.

input, data

prog, c

test, c

test, out

umx.c

unix. out

・・-　kyu-ccへ接続

・・・・　ユーザ名の入力

-・・パスワードの人力

ftp)旦吐
200　PORT command successful.

150 ASCII data connection for /bin/Is (133.5.8.???,32867) (0 bytes).

total　8

drwx----

drwx一一一一一一

drwx-

drwx一日目

a・
ュ

X
 
T
3
　
O
 
D
.

O
　
<
U
 
U
,
　
B

-
a
 
a
 
w
　
+
j

C
M
 
C
O
 
O

C
v
J
-
*
　
C
>
3

0
0
　
e
U
　
4
　
6

=　　　　　=　　　　　=　U

o

o

 

m

 

w

 

T

f

り

　

　

　

　

り

U

 

S

h

 

t

-

i

　

ォ

h

Q
.
　
O
.
　
Q
.
　
d

-

<

.

・

<

-

<

　

a

m

(
N
 
I
N
 
N
 
P
O

=
　
　
　
　
　
=
　
　
　
　
　
=
　
　
　
日
日

m
 
i
n
 
i
a
 
i
n

S
-
,
　
l
_
i
 
1
-
,
　
(
_
,

0
)
　
0
)
　
<
D
　
<
D

w

 

w

 

w

 

w

3

　

　

3

　

3

　

3

c
d
 
c
d
 
c
d
 
c
d

G
)
　
O
)
　
O
)
　
O
)

O
"
5
　
C
T
>
　
O
"
>
　
C
T
5

0
?
　
0
)
　
C
a
 
O
?

o
*
　
o
?
　
o
?
　
e
n

c
-
　
c
-
　
c
-
　
c
-

・

r

H

　

-

r

H

　

・

l

　

・

l

C
O
 
I
N
 
N
 
C
M

九州大学大型計算機センター広報
Vol.27　No.5 1994 -514-



外部メディア利用法(medics編, UXP編)

226 ASCII Transfer complete.

247 bytes received in 0.0042　seconds (57 Kbytes/S)

⑧　転送するファイル,を置くディレクトリへ移動します.

ftp) cd box

250 CID command successful.

⑨　コード変換を防ぐためにバイナリ転送を指定します.

ftp) bina「y

200 Type set to I.

⑩　medicsのカレントディレクトリにあるファイルをまとめて転送します.

ftp) mput　‡

input input,data?里　　　　　　　　　　・・・・　転送するファイルにはyと答える

200　PORT command successful.

150 Binary data connection for input,data (133.5.8.???,32873) (388 bytes).

226 Transfer complete.

local: input,data remote: input.data

388 bytes sent in 0.0011 seconds (3.5e+02 Kbytes/S)

-　　　　　　　~~-~~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一~-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　~~　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　----I--　「

l                                                                                                                                            l

;これ以降,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!
l                                                                                                                                  J

:　叩utファイル名?　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:
:と問合せがある.転送するものにはy,転送しないものにはnと答える. :

⑪　ftpを終了します.

ftp)也
221 Goodbye.

medicsX

⑫　転送が終了したらmedics上にリストアしたファイルを消去します.

medicsX cd ..

medics?` rm　-ド work

-rオプションを指定したrmコマンドは指定したディレクトリ以下の全てのファイル,チ

ィレクトリを消去します.便利ですが危険ですので注意して作業して下さい.

mputコマンドを入力する前に,
ftp) p「ompt off

と入力すると,

inputファイル名?
の問合せはなく,カレントディレクトリ下のファイルは全て転送されます・
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解 読

3. 5　リモートシェルによるテープへのバックアップ

この例は, I)モートシェルを利用して直接UXPのファイルバックアップを行う方法です.

① medicsのホームディレクトリに.rhosts　ファイルを作成しておきます. 1度作れば次回か
ら作成の必要はありません.

medics^　echo

medicsX chmod　600　/.rhosts

上の例の-/ (チルダーとスラッシュ)はホームディレクトリを指します.

②　UXPにIogin　して,バックアップするディレクトリへ移ります.

kyu-cc%　cd s「C

③　テープを装置に入れてバックアップします.

kyu-ccft tar cvf　- .　|　rsh medics　-1 i79999a dd of=/dev/rmt/2

・・・・　8mmテ-プにバックアップ

デバイスファイルは, 1/4カートリッジテープの場合には/dev/rmt/0を, 4mm (DA

T)テープの場合には/dev/rmt/3を指定します.

*　リモ-トシェル

リモートシェルとは他のホストに自ホストから処理を依頼する機能で, loginの手続

を経ずに他のホストに処理を依頼することができます.

リモートシェルを利用したコマンドにはrsh, rep, rlogin等があります.

.rhosts

このファイルは,他ホストの利用者にリモートシェルを利用するための資格を与える

ためのファイルです.

必ず,ホームディレクトリに作成して下さい.

ファイルの形式は

host名　　ホストのIogin名

J l

kyu-cc i79999a

九州大学大型計算捜センタ-広報
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外部メディア利用法(medics編, UXP縞)

3. 6　リモートシェルによるテープからのリストア

この例は,リモートシェルを利用して直接UXPにリストアを行う方法です.

① medicsのホームディレクトリに.rhostsファイルを作成しておきます. 1度作れば次回か
ら作成の必要はありません.

medics^　echo Mkyu-cc i79999a" >>　/.rhosts

・ medics^　chmod　600　/.rhosts

②　UXPにIogin　して,リストアするディレクトリへ移ります.

kyu-cc%　cd s「C

③テープを装置に入れてリストアします.

kyu-cc% rsh medics　-1 i79999a dd if=/dev/rmt/3 I tar xvf　-

4mm(DAT)テープからリストア

デバイスファイルは, 1/4カートリッジテープの場合には/dev/rmt/0を, 8mmテープ

の場合には/dev/rn】t/2を指定します.
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解　　　　説

3. 7　その他

tarとddを併用してテープにファイルをバックアップした場合(例えば3. 5節の例),チ
ープに記録されているファイルの一覧を見るためには以下のようにします.

medics^　dd if=/dev/rmt/　　tar tvf　-　　　　　　テープに記録されている
ファイルの一覧を出力

ddを使用した場合は,転送ブロックサイズにも注意して下さい.省略時の転送ブロックサイズ

は5 12バイトですが, ddのパラメタで転送ブロックサイズを変更した場合には,この値を覚
えておく必要があります.例えば下記のように,転送入出力ブロックサイズを4096バイト
にして4mm(DAT)テープにバックアップした場合,

medics%　tar cvf　- .　|　　dd of=/dev/rmt/3　bs=4096

ファイルをリストアする場合には,

medics%　dd if=/dev/rmt/3　bs=4096　　　tar xvf　-

のようにブロックサイズを合わせなければなりません.これは,テープにバックアップしたフ
ァイルの一覧を見るときも同様です.

バックアップしたときは,どのようにバックアップしたのかを何かに記録しておいて下さい.

tar, dd, mt, ftp, rsh等のコマンドの使い方はmanコマンドで調べることができます.

九州大学大型計算機センター広報
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外部メディア利用法(medics編, UXP編)

∪×P編

1.磁気テープ装置のハードウェア

UXPで使用できる磁気テープ(以下MTという)装置は,図1. 2に示すUXP専用と表示
された装置です.

装置のハードウェアは, MS Pのものと同じです.
UXPでは,カートリッジ磁気テープ(CMT)使用できません.

1. 1　MTの媒体

義

i
図1. 1　媒体図

・MT裏面のプロテクトリングをはずすと,書込み禁止となる.

1. 2　MT装置のタト観

マウントメサセーy

ロ昆EEzEEIXi

CMT装置

[:≡] [:コ

MT去置

プロテクトリング

巌置棟番)　8B0　　8Bl　　　　　　　293 292　　　　　　　　291　　　　　　　　290

図1. 2　装置の外観と装置機番
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解　　　　説

1. 3　MT装置の操作パネル

図1. 3　MT装置操作パネル

①　READYランプ
MTを取り付けてLOAD/REWI NDスイッチ, ONLI NEスイッチを押すと点
灯する

②　UNI T CH E CKランプ
MTの取り付けに失敗したときに点灯する. RESETスイッチを押すと消灯する.

③　ALARMランプ
装置の障害の時に点灯する. (受付に連絡して下さい)

④　PROT E CTランプ
プロテクトリングを取り外したMTを取り付けたとき,あるいは, PROTE CTスイ
ッチを入れたときに点灯する.書き込み不可状態を示す.
P RO T E C Tスイッチ

MTを書込み禁止にするときにONにする.これによりプロテクトリングを付けたまま
でも書き込み禁止にすることができる.

⑥　LOAD/REWI NDスイッチ
MTを装置に取り付けてこのスイッチを押すと自動的にBOTマーク(テープの先頭)

の位置にセットする.また,何らかの理由でテープを巻き取ったままの状態で停止した場
合にこのスイッチを押すとBOTまで巻き戻すことができる.

⑦　ON LI N Eスイッチ
MT装置をONL INE状態(計算枚から利用できる状態)にする.

⑧　UN LOADスイッチ
装置をまちがえて取り付けたときなどにRE SETスイッチを押した後このスイッチを

押すと取り外すことができる.また, MT装置の窓を開くときもこのスイッチを押す.
⑨　R E S E Tスイッチ

ONLI NE状態になった装置をOFFLINE状態にする.また, MTのローディン

グに失敗したときは,このスイッチでUNI T CHECKを解消することができる.
また, MT装置の窓を閉じるときもこのスイッチを押す.

九州大学大型計算槻センター広報
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外部メディア利用法(medics編, UXP編)

1. 4　MT上のファイル構成

1. 4. 1　標準ラベル(SL) MT

UXPの標準ラベルMT

二_上±巨-・・- b-¥:-.r-
BOT TH

MS Pの標準ラベルMT

一間巨lE0回ATA2EOF HDRDATAnEOF
BOT TM

VOL　-　ボリュームラベル

HDR　-　ファイルラベル(開始)

EOF　-　ファイルラベル(終了)
DATA　-　データ部分
BOT　-　テープの物理的な先端(金属テープ)

EOT　-　テープの物理的な終端(　〝　)
TM　-　テープマーク

Uxpで使用する標準ラベルのボリュームラベルは, MS Pで使用するものと全く同じで文字

コードもEB CDI Cコードが使用されています.
しかし, UXPで作成した磁気テープにはファイルラベルが付加されません.
したがって, UXPで作成した標準ラベルのMTをMSPの標準ラベルで利用することはでき

ませんので注意して下さい.
MSPで作成された標準ラベルMTは, UXPで読むことはできますが,ファイルラベルもフ

ァイルと見なします(TMをファイルの区切りとみなす)ので位置合せに注意して下さい.
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1. 4. 2　ラベルなし(N L) MT

ラベルを持たずファイルのみで構成されたものです.各ファイルの間には1個のテー蝣?-マーク
が書かれます.

EOT

BOT TM

NLのMTの場合は, UXPとMS Pとの違いは特にありません.

九州大学大型計算機センター広報
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外部メディア利用法(medics編, UXP編)

2.　MTに関連するコマンド

ここでは, MTを利用するために必要なコマンドを簡単に説明します.

詳細な説明は, UXPのmanコマンドか「UXP/M　文法書　ユーザ編」をご覧下さい.

2. 1　　a p eコマンド

機能
MTデーモンを使って, MT装置を利用者が使用できるように割り当てる.

形式

tapeトm]圧-u] [-w] [-n] [-b]トs label] [-d ded] volser

オプション
Itn卜u

一m　は, MTをマウントするときに指定します.
-u　は, MTをアンマウントするときに指定します.

-uを指定すると他のオプションは無視します.
省略すると　-tnを指定したものと見なします.

-Y　書込みモードでマウントします.このオプションを指定した場合MTのプロテクトリン

グが取り外されていたり,装置のプロテクトスイッチがオンになっていたりするとマウ
ントが失敗します.
省略すると読込み専用としてマウントします.このときにMTが書込み可能になってい

るとマウントが失敗します.

-n|-b|-s label

これらのオプションは,取り付けるMTのラベル形式を指定します.
-nは, NLのMTを取り付ける場合に指定します.取り付けるMTが標準ラベルを持っ

ていてはいけません.

-s labelは, S LのMTを取り付ける場合に指定します.取り付けるMTは, labelで
指定した標準ラベルを持っていなければなりません.
-bはラベル処理を行わずMTの先頭に位置づけを行います.未使用MTや取り付けるM

Tの内容がわからない場合に通しています.
省略した場合は, volserで指定した標準ラベルを持つものと見なします.

-d den

MTの記録密度を指定します　denに指定できる値は, 1600と6250で単位は, dpiです.

省略すると　6250が指定されたものと見なします.

volser

MTのテープ名を指定します. 1 0文字まで指定できますが,標準ラベルのMTを取り

付ける場合にラベル処理のオプションを省略した場合は6文字までです.

*　tapeコマンドでMTをマウントした後は/dev/tape/volserという名前でMTにアクセスす
ることができます.

*　操作終了後は必ずテープのアンマウント(tape -u volser)を行って下さい.
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2. 2　t mコマンド

機能

オプションの指示に従ってMTを操作します.

形式

tin volser[wtm ln]] [fsf [n]] [bsf [n]] [-rewopen]トrewclose] [rew]

オプション

volser

MTのテープ名を指定します. tapeコマンドのvolserと同じものです.

wtm LnJ

n個のテープマークを書き込みます. nの省略値は1です.

fsf [nJ

n個のファイル分前に進めます. nの省略値は1です.

bsf [nJ

n個のファイル分巻き戻します. nの省略値は1です.

~rewopen

オープンする前のリワインドを抑制します.
省略するとMTをオープンする前にリワインドします.

-rewclose

クローズした後のリワインドを抑制します.

このオプションは-rewopenと合わせて1本のMTに複数のファイルを書き込む場合に使
用します.

rew

MTをリワインドします.

注意

MTにファイルを書き込んだ後はテープマークが2個書き込まれます.

連続して複数のファイルを書き込む場合は, bsfでファイル1個分巻き戻してから書込みを行
って下さい.
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2. 3　t a rコマンド

桟能

MTにディスク上のファイル/ディレクトリを退避/復元します.

形式

tar　-cvf device files‥.

tar -xvf[o] device [丘!es. ‥ ]

tar -tvf device [files... ]

オプション

ーcvf

本来は, c,v,fそれぞれ別のオプションですがここでは,まとめて説明します.

filesで指定されたファイル/ディレクトリをMTに退避するときに指定します.

-xvf[o]

退避したMTから復元を行うときに指定します.

他のホストや他の利用者名で退避したMTから復元するときは,退避したときの利用者
名がファイルのオーナーとなりますので-xvfo　と指定してください.そうすることによ

り復元を行った利用者名をオーナーとすることができます.

Sift

退避したMTの内容を確認するときに指定します.

device

MTの特殊デバイスファイル名を指定します.

/dev/tape/volserとなります. volserは　tapeコマンドで指定したvolserです.

丘Ies...

退避/復元するファイル/ディレクトリ名を指定します.
退避のときは省略できません.カレントディレクトリ以下奄てのファイル/ディレクト

リを指定したいときは. (ピリオド)を指定して下さい.
復元するときに省略すると,退避した全てのファイル/ディレクトリをカレントディレ
クトリに復元します.

*　tar　コマンドには,このほか多数のオプションがありますが,ここでは基本的な利用法だけ
を説明しています.
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2. 4　m t2d aコマンド

機能

MSP等で作成されたI BM形式のMTのファイルをUXPのファイルに変換する.

形式

①　mt2da -m -Sトn volser
②　mt2da -u volser

③　mt2da [-Sトn n] [-f format] [-r recsize] [-b blksize] [-c [l|kft]]丘le

オプション

(かの場合

-m MTをマウントするときに指定します.
-S　マウントするMTがS Lであることを示します.

-n　マウントするMTがNLであることを示します.

volser

MTのボリューム通し番号を指定します.

@の場合

-u MTをアンマウントするときに指定します_

volser

MTのボリューム通し番号を指定します.

③の場合

-Sトn n
このオプションは,ファイルの位置づけを行います.

-s SLのMTのとき指定します. nは,位置づけしたいファイルの順序番号.
-n NLのMTのとき指定します.　　　　　　　　　　　〝

省略すると現在位置づけされているファイルを転送します.

-f format

ファイルの形式をformatで指定します.

F　固定長の非ブロック化形式
FB　固定長のブロック化形式

Ⅴ　可変長の非ブロック化形式
VB　可変長のブロック化形式
省略値は　Fがとられます.

-r recsize

論理レコード長をrecsizeで指定します.

省略すると　FB形式の場合は80が, V/VB形式の場合は2 56になります.

-b blksize

ブロックサイズをblksizeで指定します.
省略すると　-rで指定した値がとられます.

九州大学大型計算機センター広報
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-c l】klt

JEF/EBCDIC　コードから　EUC/ASCII　コードへの変換を行うことを指定します.

l.k.tのオプションを指定するときは必ず指定しなければなりません.
1　　英大文字を英小文字に変換します. -

k　　データに半角カナコードが入っている場合に指定します.

t　　行番号を意識した変換を行います.
F.FB形式のときはレコードの最後に, V.VBのときはレコードの先頭に8バイ

トの行番号があると見なして変換します.

丘le

出力先のファイル名を指定します.

*　ファイルの順序やブロックサイズ等は2. 5節のmtlistコマンドで調べることができます.
ただし,固定長レコードの論理レコードサイズは表示されませんので覚えておく必要があり

ます.

*　操作終了後は必ずアンマウント(mt2da -u volser)を行って下さい.
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2. 5　m t 1 i s tコマンド

機能

MSPにジョブを依頼して, MSP等で作成されたIBMフォーマットのMTのデータセッ
ト一覧を作成する.

処理結果は,ホームディレクトリ下の"utorcv/ジョブ名_ジョブ番号"に転送される.

形式
mtlist L-v volser] [-d]

オプション

ーV volser

M_Tの仮ボリューム名を指定します.
省略値はMTLISTになります.

-d

一覧形式ではなくダンプ形式で出力することを指定します.

*　このコマンドはMSPのジョブとして実行されます.
MTのマウント要求は, MSPのMT装置に来るのでCMT装置横のコンソールの表示に注
意して下さい.
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2. 6　l a b elコマンド

機能

MTに標準ラベルを書き込みます.

書き込まれるラベルはMSPで書き込まれる標準のボリュームラベルと同じものです.

文字コードも　EBCDICコードで書き込まれます.

形式
Iabel [-w] volser

オプション

ーw

ラベルの書込みを行います.

省略すると書き込まれているボリューム名を表示します.

volser

これは, MTをマウントするときに　tape　コマンドで指定したテープ名です.
tapeコマンドで-s labelオプションを省略した場合は,ラベルにvolserがボリュー

ム名として書き込まれます.

*　標準ラベルを使用する利点は,テープデーモンがラベルを確認して,指定されたボリューム
名と違えばマウントを拒否しますので,間違ってMTを壊してしまう可能性が少なくなります.
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解　　　　説

3.　MTの使用例

ここでは, UXPでMTを使用する方法を例を上げて説明します.

3. 1　MSPで作成したMT

ここでは, MSPで作成された扇T上のデータやプログラムをUXPで使用したい場合の例を
紹介します.

MSPとUXPでは,コード系が異なっていますので文字コ-ドの変換を行わなければなりま

せんが,ここで,紹介する　mt2daコマンドはMTからディスクにファイルを転送すると同時にコ
ード変換を行うことができます.

3. 1. 1　」のMTの例

①　mtlist　コマンドでMTのデ-タセット一覧を作成します.

kyu-cc% mtlist

mtlist: a79999aA JOB submitted -　MS Pにジョブを依頼したというメッセージ

kyu一cc%

/usr/uxplib/uto/utorcv: job a79999aa 9999 received　-　MS Pから処理結果を受け

取ったというメッセージ

ホームディレクトリの下に~/utorcv/a79999aa 9999　というファイルが作られます.

このファイルにはMS Pで実行したジョブの結果が入っていますがL Pに出力する形式で
書かれているためあまり見やすい形では入っていません.

VOLUME = VOLOOl　　　　　　訓SITY　= 3

SEQ-NO DATA SET NA蛇　　　　SYSTEH CODE RECFH BLKSIZE L

OOOI AA.FORT FACOM OSIV/F4　　　FB　　　　　　03120　0

0002　BB.FORT FACOH OSIV/F4　　　VB　　　　　　23440　0

0003　CC.TEXT FACOlf OSIY/F4　　　FB　　　　　　03120　0

ECL BLKCNT DATE

O80　000001　94.09.26

255　000001　94.09.26

080　000001　94.09.26

これは, MTL I STの出力結果を/utorcv/a79999aa_9999の中から抜粋したものです.

②　MTのマウント要求をします.

kyu-cc% mt2da -m -s vOlOOl

③　マウント要求が受け付けられると次のようなメッセージが出力されます.

tpdaemon mount status:

volOOl awaiting mount on drive 0293, NO ring, 6250, user a79999a

④　MTを装置に取り付けると次のようなメッセージが表示される.

kyu-cc& tape /dev/tape/volOOl is ready

このメッセージは, UXPのプロンプトに続けて改行せずに出力されるためプロンプトが

無くなったように見えますがそのままコマンド入力できます.
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⑤　最初のファイル(FBの行番号付FORTRANプログラム)をディスクに落とす.

kyu-CCK mt2da -s 1 -f FB -「 80-b 3120-clt a.f

LABEL=(l.SL), DCB=(RECFH=FB. LRECL=80. BLKSIZE=3120) ==) a. f

O‡1レコードが入力されました

0†1レコードが出力されました
kyu-CCX

これで,カレントディレクトリにコード変換され,英大文字を英小文字に変換し,行番号

が取り除かれたデータがa.fの名前で作成されます.

⑥　次に, 2番目のファイル(VBの行番号付FORTRANプログラム)をディスクに落とします.

kyu-cc% mt2da　-s　2　-f VB　-「 255 -b 23440 -clt b.f

LABEL=(2,SL),DCB=(RECFM=VB, LRECL=255, BLKSIZE=23440) == ) b. f

Oil　レコードが入力されました
0‡1レコードが出力されました

kyu-cc%

これで,カレントディレクトリにコード変換され,英大文字を英小文字に変換し,行番号

が取り除かれたデータがb.fの名前で作成されます.

⑦　次に, 3番目のファイル(日本語を含むテキストファイル)をディスクに落とします.

kyu-ccft mt2da -s 3 -f FB -r 80 -c c.text

LABEL=(3, SL), DCB=(RECFM=FB, LRECL=80,BLKSIZE=3120) ==　〉 c. text

O‡1レコードが入力されました
0†1レコードが出力されました

kyu-cc%

これで,カレントディレクトリにコード変換されたデータがc.textの名前で作成されま
す.

⑧　MTをアンマウントします.

kyu-CCX mt2da -u volOOl

tpdaemon: tape "volOOl unmounted

kyu一cc%

⑨　MTがアンロードされますので装置からとりはずします.
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3. 1. 2　NLのMTの例

MTには次のようなデータが書かれているとします.

FB (固定長のブロック化レコード)形式・レコード長が80バイト・ブロック長が23440バイ

トの行番号付きFORTRANプログラムファイルとします.

①　MTのマウント要求をします.

kyu-cc% mt2da -m -n vol001

NLの場合はボリュームラベルはありませんので適当な文字列を指定して下さい.

②　マウント要求が受け付けられると次のようなメッセージが出力されます.

tpdaemon 【aount status:

volOOl awaiting mount on drive 0293, NO ring, 6250, user a79999a

③　MTを装置に取り付けると次のようなメッセージが表示されます.

kyu-cc% tape /dev/tape/volOOl is ready

このメッセージは, UXPのプロンプトに続けて改行せずに出力されるためプロンプトが
無くなったように見えますがそのままコマンド入力できます.

④　ファイル(FB)をディスクに落とす.

kyu-cc% mt2da -n l　-f FB -「 80 -b 23440-clt a.f

LABEL=(1, NL), DCB=(RECFM=FB, LRECL=80, BLKSIZE=23440) ==〉 a. f

Otl　レコードが入力されました

0‡1レコ「ドが出力されました

kyu-cc%

これで,カレントディレクトリにコード変換され,英大文字を英小文字に変換し,行番号
が取り除かれたデータがa.fの名前で作成されます.

⑤　MTをアンマウントします.

kyu-cc^ mt2da -u volOOl

tpdaemon: tape volOOl" unmounted

kyu-CCX

⑥　MTがアンロードされますので装置からとりはずします.
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3. 2　MTへのバックアップ/リストア

ここでは　tarコマンドを利用したMTへのバックアップ/リストアを行う例を示します.

3. 2. 1　カレントディレクトリをバックアップする例.

<D MTをマウントする.

kyu-cc% tape -m -w -b volOOl

この例は,書込みでマウントL volOOlの名前でアクセスするという意味です.
ここで, -bを指定しているのは,最初はボリュームラベルが無いせいです.

(参　MTを装置に取り付ける.

正常にマウントが終了すると次のようなメッセージが表示されます.

tape /dev/tape/volOOl is ready

MT装置が書き込み不可の状態(プロテクトスイッチがオンあるいはプロテクトリングが

取り外されている)になっているときは次のようなメッセージが出力されますのでプロテ

クトリングを取り付け,装置のプロテクトスイッチをオフにして再度MTをロードして下
」3n

tpdaemon: tape volOOl improperly mounted; no write ring

③　tar　コマンドでカレントディレクトリのバックアップファイルを作りMTに書き込む.

kyu-ccft tar cvf /dev/tape/volOOl .

a./0テープブロック

a./a.f lテープブロック

a./b.f lテープブロック

a./c.text5テープブロック

④　MTをアンマウントします.

kyu-cc% tape -u vOlOOI

MTがアンマウントされると次のようなメッセージが出力されます.

tpdaemon: tape "volOOl unmounted

⑤　MTがアンロードされますので装置から取り外します.
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3. 2. 2　バックアップしたMTから復元する例

(》　MTをマウントする.

kyu一cc% tape -m -n vOlOOl

この例は, NLのMTを読み込みでマウントL volOOlの名前でアクセスするという意味
です.

②　MTを装置に取り付ける.
正常にマウントが終了すると次のようなメッセージが表示されます.

tape /dev/tape/volOOl is ready

MT装置が書き込み可能な状態(プロテクトスイッチがオフでプロテクトリングが装着さ

れている)になっているときは次のようなメッセージが出力されますので装置のプロテク
トスイッチをオンにして再度MTをロードして下さい.

tpdaemon: tape volOOl improperly n】ounted; it is writable

③　tar　コマンドでバックアップされたファイルをカレントディレクトリに戻します.

kyu-cc% tar -xvf /dev/tape/vol001 .

④　MTをアンマウントします.

kyu-CCX tape -U vOlOOl

tpdaemon: tape volOOl" unmounted

⑤　MTがアンロードされますので装置から取り外します.
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3. 3　1ボリューム複数ファイルの例

ここでは, 1本のMTに複数のファイルを書き込む,あるいは,複数のファイルが入っている
MTを読む場合の例を示します.

3. 3. 1 1本のMTに2つのディレクトリのバックアップをとる.

①　MTをマウントする.

kyu-CCX tape -m -W -n volOOl

②　MTを装置に取り付ける.

③　自動リワインドを抑止する.

kyu-CCX tm vOlOOl -「ewopen -「ewclose

これは,ファイルのオープン/クローズ時にリワインドをしないという指定です.
この指定を行わないとファイルのオープン/クローズを行う度にMTをリワインドしてし

まいますので複数ファイルを書き込むことができません.

④　最初のバックアップをとる.

kyu-cc% tar -cvf /dev/tape/volOO! .

⑤　次の目的のディレクトリに移動する.

kyu-CCX cd　/b

⑥　次のバックアップをとる.

kyu-CCX tar -cvf /dev/tape/volOOl .

⑦　MTをアンマウントする.

kyu-CCK tape -u volOOl

tpdaemon: tape volOOl unmounted

⑧　MTがアンロードされますので装置から取り外します.
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3. 3. 2　MTの2番目のファイルに記録されているファイルから復元する.

(》　MTをマウントする.

kyu-cc% tape -m -n volOOl

②　MTを装置に取り付ける.

@　自動リワインドを抑止する.

kyu-CCX tm volOOl -rewopen -rewclose

これは,ファイルのオープン/クローズ時にリワインドをしないという指定です.
この指定を行わないとファイルのオープン/クロ-ズを行う度にMTをリワインドしてし

まいますのでファイルの位置を合わせてもすぐにリワインドしてしまいます.したがって,
2番目以降に記録されているファイルにアクセスすることができません.

④　最初のファイルを読み飛ばす.

kyu-cc% tm volOOl fsf

これで目的のファイルに位置づけすることができました.
(fsfの後ろに数字を指定するとその数だけ読み飛ばすことができます)

⑤　現在位置づけられているファイルからカレントディレクトリに復元します.

kyu-cc% tar -xvf /dev/tape/vol001 .

⑥　MTをアンマウントします.

kyu-cc% tape -u volOOl

tpdaemon: tape volOOl" unmounted

⑦　MTがアンロードされますので装置から取り外します.
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3. 3. 3　1ボリューム複数ファイルのMTを利用するときの注意

1つのボリュームに複数のファイルを作成したり,複数のファイルが作成されているMTを読

んだりする場合の注意点を上げます.

①　2番目以降のファイルを扱う場合には, tmコマンドで　-rewopen-rewcloseを指定して

自動リワインドを抑止しておかなければなりません.

②　後方に書かれているファイルをアクセスした後に前方に書かれているファイルにアクセス
するときは　tin　コマンドの　revオプションで一旦巻戻しを行ってfsfオプションで位

置合せを行って下さい.
bsfオプションで巻き戻すと目的のファイルの先頭に位置合わせをすることができません.
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